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西条市ローカルベンチャー誘致・育成事業　2019年度報告書

This is The

From

Saijo City
Ehime
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チャレンジャーの 生態系をつくる。

私たちは、西条市で新たな産業づくりにチャレンジする
集団です。Next Commons Lab（ネクストコモンズラボ、以下

NCL）西条のメンバーとして、西条市でのプロジェクトコ
ンセプト「人間らしさを源泉とした産業創造」に共感し、
2018 年から現在までで 13 人が移住してきています。

私たちの目標は、ここを「挑戦者の聖地」とすること。
住みたい田舎としても知られるようになった西条市に、
地方で何かやりたいと思う人、このまちを出て行った
若者など、それぞれが挑戦する環境をつくる。そうす

ることで、ここをよりよいまちとして後世に残したい
です。そして、このような挑戦のスタイルを “SAIJO 
WAY” として掲げ、地元の皆さんと一丸となってチャレ
ンジし、新しい産業＝新しい仕事を生みだしていきます。

この冊子では一人ひとりの起業家に焦点を当て、こ
れまでの活動報告や今後の展望をお伝えします。
挑戦が挑戦を呼び、まちじゅうに広がっていく。
チャレンジがつながり、西条市のシンボルの清らかな水
のように、広い世界を循環することを目指して。
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数字で見る
SAIJO WAY 2019-2020

最初のメンバーが着任してからまる 2 年。これまでに関わりを持った人
たちや売上など、数字を通して振り返ります。今後は各起業家の動きがよ
り本格化。大きな成果を出せるよう、挑戦します！

33

37

132018 年のコーディネーター着任以降、地
元紙・TV・雑誌や WEB メディアに活動
の様子が取り上げられ、事業を知ってい

ただくきっかけに。西条市のブラン
ド力向上に貢献できているかもし
れません。 例：愛媛新聞、地域のフリーペー

パー、TURNS、田舎暮らしの本

2019 年 1 月開所のコワーキングスペース 紺屋町 dein（デイン）には学生
や会社員、個人事業主など平均して月に 3 人が入会。仕事や情報交換の場
として活用されています。毎月開催のイベントには一般の地域の方も参加。
ぜひお気軽に、覗いてみてください。

2018 年 3 月〜 2019 年 11 月の期間で 13 人
が移住。家族を含めると 18 人に上ります。
縁もゆかりもなかった「移住者」もいれば、
新居浜、松山など近隣出身者の「J ターン」、
帰郷した「U ターン」も。募集段階でのエン
トリーは計 34 人で、こちらも、西条市を知っ
てもらう機会となりました。

のメディア
掲載実績

人がコワーキング
スペースの会員に

人が起業家
として西条
市に移住

3
事業を展開していくため
に、事務所やスペースなど
の拠点機能は重要な役割を
担います。
これまでにできたのは、先
述の「紺屋町 dein」と、田
村による「さとらいふの
事務所」、篠原によるベト
ナ ム・ ダ ナ ン の「 日 越 産
業連携プラットフォーム

（XIUcafe Viet-Nhat）」。 現
在整備中のものも複数あり、2020 年度にはさらに
拠点数が増え、地域との接点も増えていきます。

つの拠点を
新たに開設

43
相談、打ち合わせや仕入れに留まらず、
ともに事業を行うなど、協力者として
深く関わっていただいている企業・団
体様の数です。
協力者の皆さんからは、この後の起業
家紹介のページにもメッセージを寄せ
られているので、ぜひご一読を。

の地元企業・団体と
ともに事業を行う

735
1,000

NCL 西条の活動報告会、紺屋町dein
での定期イベント、各起業家主催のイ
ベントや勉強会などへの参加者を通算
すると 735 人。
これからも、市内外の人同士の出会い・
学びなど、さまざまな場を創出してい
きます。

事業開始 1 年目、今年 3 月末時点
での数字がこちらです。2 年後は

「2021 年単年度※の売上 1 億円」
が目標。最初のメンバー着任当初
から目指す数字です。事業内容
により各自売上規模は変わります
が、今年度は個々が確実に売上数
字を出すことを目指しています。　
※ 2021.4 〜 2022.3 末時点

人をイベント
に動員

万円の
売上計上

（2019 年度）

大学生

3%
起業準備中

5%
県外

1人
市外（愛媛県内）

3人
会社員

14%
法人経営者

16%
個人事業主

62%西条市内

33人

2019 2020 2021 （年度）

1億

1,000 万

etc...
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index :私たちの事業
11 人の起業家と、彼らを支援する 2 人のコーディネーターの 13 人がメン
バーの全体像。事業の内容は実に様々ですが、西条市の豊かな地域資源を
活かし、地域とタッグを組んで事業を展開しています。

この豊かな自然環境を
守り楽しみつづけていく
上田 公彦　p8

モノづくりを通じて
アウトドアをもっと楽しく
仙石 一大　p12

限界集落に
眠る資源を活かす
田村 裕太郎　p20

残したい伝えたい、
地域の魅力を形に変える
山中 裕加　p14

合言葉は「Z
ゼ ン

EN」。
ありがとうが繋ぐまちづくりをともに
鈴木 直之　p24

境界はない。
地方と世界を繋ぎ、ビジネスの可能性を拡張
篠原 学　p28

開発から販売まで
食をトータルプロデュース
長尾 愛里　p10

テーマは健康。
この地の癒しの力を信じて
古賀 あつみ　p16

一次産業× IT で
流通と消費を変革する
山中 康裕　p18

コーディネーター

起業家をサポートしながら
自らもチャレンジを実践

（左から）安形 真、高田 裕明
コーディネーター対談は p30

楽しい農と美味しい食を
農家さんと届ける
野口 あすか　p26

“ 会いに行く ” ツーリズムを
地域と具現化
大須賀 一仁　p22
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西条アウトドア
サービスという
屋号で、西条市
内 の 豊 か な 自
然 資 源 を 活 用
し、カヤックや
S
サ ッ プ

UP、トレッキ
ングなどアウト
ドア体験をつく
る仕事をしてい
ます。

2019 年度は、主に西条市内の
フィールドを調査しました。自
然相手に仕事をする時に大切な
のは、地域の天候や環境のおお
まかなクセをつかむこと。例え
ば、それぞれの季節の雨・風・
気温や水温。台風や大雨が森や
川や海に及ぼす影響、季節によっ
て見られる山の花や植生の違い
など。森に太陽の光が射し込む
時間を見越せば、樹々の様々な
表情の変化を楽しめます。水辺
では、川の水位が 10 センチ違う
だけで遊び方が変わります。そ

れらを踏まえ、安全に楽しんで
いただけるイベントを企画運営
します。
加茂川中流域や河口でのカヤッ
クや SUP 体験会の際には、「西
条市にこんな場所があるの？」

「こんな体験ができるの？」など
好評の声をいただきました。

2020 年度は、これらの体験会や
ツアーを本格的に始動し、市内
外を問わず様々なお客様にこの
まちの自然の魅力を伝えていき
ます。また、もう一つの森林事

業の方では、西条自然
学校の山本貴仁さん
達と、放置森林を伐採
し多様性豊かな森に
還すグループを立ち
上げました。この活動
を通じてゆくゆくは
水の保全や土砂災害
対策に、そしてその知
識や技術を活用して
将来的に登山道の整
備やハイキングコー

スづくりなどにもつなげていけ
きたいです。また、間伐した針
葉樹の端材を活用した、初心者
の方でも扱いやすい焚火専用の
薪の販売も開始します。

ここにはせっかく豊かな自然が
ありますが、まだまだ楽しめる
伸び代も残っています。焚火の
ゆらぐ炎や流麗な水をみること
や、新緑の緑を歩き自然を感じ
ることによるリラックス体験を、
もっと西条市でできるようにし
ていきます。

この豊かな自然環境を
守り楽しみつづけていく

上田 公
きみひこ

彦　2019.3 着任

熊本県天草市出身。大阪のアウトドア店で働きな

がら紀伊半島を拠点にトレッキングとカヤック

のガイドとして活動。そのエリアにあった山・川・

海の自然環境がひとつの街に詰まっ

た西条市に魅力を感じて移住を決断。
https://reserva.be/saijooutdoorservice

アウトドア 森林事業

・カヤック体験
市街地から10分のアクセスで

・シエスタSUP体験
川や海のゆるやかな流れを体感

・新緑の森ハイキング
気軽、手軽に参加できる

・焚火キャンプ体験
初心者でも始めやすい

・１dayツアー
これらすべてをのんびり体験

・焚火用薪の販売
間伐材を利用。初心者にも使い
やすく新市場開拓へ

・登山道整備
間伐整備と並行。光が入る明る
い人工林へ

・将来的な水源の確保
加茂川の水量増、カヌーが可能に

・自伐型林業
林業の再興、働き方の実践

森林事業の重要性を理解

アウトドアへの活用

西条市は海から山まで多種多様な

自然環境に恵まれながら、今まで

それを気軽に体験するための仕組

みがほとんどありませんでした。

上田さんの取り組みによって、こ

の地域での自然を楽しむ幅が広が

ることを期待しています。

西条自然学校

山本 貴仁 さん

応援者コメント

（左上）川の水に足を浸しながら滝を眺
めるひととき（右上）山本氏らと放置
人工林を伐採・活用するチーム（右下）
燧灘でのカヤック＆ SUP 体験会
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私の日々の仕事の半分は、個人
で請け負っている食品コンサル
ティング業務、残り半分は西条
に事務所を構える「株式会社キッ
チンエヌ」の代表・中村新先生
に師事し、様々な食を作り出す
現場を共にすることです。

前者は、メーカーや販売店や飲
食店、農家に対する経営コンサ
ルティングや商品開発、販路開
拓、主に首都圏等に向けた西条
市産品の卸事業。西条市を中心
に県内の様々な方と事業を行う
中で地方の食のリアルを体感し、
日々発見と勉強の連続です。
個人でコンサル業を請け負うの
は西条市へ来てからの挑戦。厳
しさや難しさと同時に、今まで
得たことのない大きなやりがい
も感じています。西条市の新た

な食の魅力を掘り起こせるよう、
今後も尽力します。
また、後者では、地方自治体や
大手メーカーでの商品開発事業
の現場を主にご一緒させていた
だいています。中村先生は知識
も経験もずば抜けて豊富なので、
同じ現場にいるだけで、圧倒的
な量と質の生きた学びを得られ
ます。これらを自分の事業に還
元できるよう、今後も学びを重
ねます。

2019 年度の売上は約 100 万円
の見込みでほぼ目標通りですが、
さらに売上増となるよう精力的
に活動していきます。
また、2020 年度には株式会社
キッチンエヌが食関連のプロ
デュースを行う「糸プロジェク
ト」のマルシェの売場がオープ

ン予定。この売場の一部の商品
選定・売場づくりに参画し、魅
力的な売場になるよう試行錯誤
を重ねています。私自身の任期
も、折り返し地点。本格的にお
金の動きが出てくる局面に移行
します。他の食品コンサルティ
ング業務も同時並行で行い、「食
のことなら長尾さんに」と言っ
てもらえるような、食のトータ
ルプロデュースができる存在を
目指します。

開発から販売まで
食をトータルプロデュース

長尾 愛
あ い り

里　2018.9 着任

岡山県出身。東京の大学を卒業後、「地方」と「食」

に興味を持ち、地方自治体とともに地域産品の

販路開拓などを行う仕事を経験。よりリアルな

現場に飛び込むべく、地方移住を決心。2018 年

初夏にこの募集を知り、西条市への移住を決める。

地域商社としての立ち位置を築く

ための 1 年が過ぎました。

長尾さんの、何事にも興味を示し、

果敢に取組む姿勢は良いと思いま

す。今後は、生産者の方々の心に

寄り添うモノづくり支援を期待し

ています。

( 株 ) キッチンエヌ
代表取締役　中村 新 さん

応援者コメント

コンサル
ティング

卸

￥

￥ ￥

ノウハウ

小売店・飲食店・
メーカー・農家

生産者 長尾

長尾

小売店・飲食店

( 左上 ) みかん農家さんへのヒアリング
(右上・左下)新商品・新メニュー開発ワー
クショップ。様々な人たちが同じ目線で
意見を出し合い、より良いものを作る個人では cuddle（カドル）と

いう屋号で活動。寄り添う、
伴走者という意味がある。
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僕の目標は、クライミングを中
心とした専門的アウトドアアイ
テムのメーカーを作る事です。
現在は、以前開発したクライミ
ング用ソックス「クライミング
スキン」の販売、新しいアイテ
ムのデザイン、テスト、生産工
場の手配などのメーカー業務を
行っています。そのビジネスに　
最適な地がここ西条市でした。
販売のためには、数年前から
主流になっているインフルエ
ンサーの協力を仰いだ SNS・
YouTube とクラウドファンディ
ングによる相乗広告を活用。市

場調査を行い、経費の効果的な
運用と経営のリスクマネジメン
トを行っています。
西条市での活動は順調で、港湾
部に位置する大手繊維会社に特
殊な繊維のサンプルを提供して
いただけるなど、願ったり叶っ
たりの状況です。

成果に関して、今期はクラウド
ファンディングで資金調達目標
の 300％越えを達成したものの、
生産国側の商社の都合で生産な
どが遅れてしまい、売上目標
1000 万円に対して 200 万円（見

込み）と、20％の達成率となっ
てしまいました。しかし、生産
を国外にしている以上、トラブ
ルは付き物。冷静に対処を行い、
ユーザーの課題解決ができ、さ
らに楽しんでもらえるアイテム
を生産していきます。
2020 年度の目標は、メーカーと
して基盤となるソックスを 2 種
類、さらに下着・衣料の計 4 種
の販売を開始すること。生産開
発のスピードを可能な限り上げ、
先に予定しているアイテム開発
も前倒しで行い、目先の売り上
げだけでなく世の中のアウトド
アをもっと楽しめるアイテムを
生産していきたいと考えていま
す。「この頭はなかった！」と、
ユーザーや他のメーカーにすら
面白がってもらえるものを、世
に出していきたいですね。

モノづくりを通じて
アウトドアをもっと楽しく

仙
せんごく

石 一
いつひろ

大　2019.2 着任

山口・東京でクライミングソックスの生産販売を

行う。製品のテスト・生産等のよりよい拠点を探

していたところ、山・海・クライミング施設が近く、

大手繊維企業があり、生活圏に雪が積もらない

稀有な条件を満たす西条市の募集を知り、移住。

仙石さんとは販売員時代から 20 年

来の友人で、シューズ・雑貨の製

造を行う当社で現在クライミング

スキンの製造を請負っています。

ビジネスパートナーとして、製造・

開発分野で様々な事にチャレンジ

したいと考えています。

( 株 ) コンライブ

東 建宏 さん

応援者コメント

YouTube チャンネル

「INFINITY PEAKS」

（左上）ソックスのデザインデータ（右
上）現在開発中の高機能ボクサーパン
ツ（左下）クライミングパーク西条に
てソックスのサンプルテスト中

クラウドファンディング

新規性の訴求、広告、市場調査SNS、動画媒体での広告

データを元にし、アイテムを生産

相乗効果

一般消費者
クライミングジム

各種ショップなど小売店

・YouTube
・Twitter
・Instagram
・Facebook　など

インフィニティ ピークス
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「消滅可能性都市」での移住促
進事業との関わりから「なぜ地
域は存続しなければならない
のか／無くなってはいけないの
か」という問いを持つようにな
り、この募集に出会い、移住し、
H
ヒ ネ ル

inel という屋号で活動中です。

現在は、中長期滞在施設の開業
準備中。宿泊と飲食の複合施設
で、ここに就労型中長期滞在の
仕組みも取り入れ、滞在者が地
域の人をもてなすなど、実際に
地域に入っていくことで互いに
新しい発見がある場を目指して
います。
並行して、商品開発のプラッ
ト フ ォ ー ム「Defending Our 
Locals」の立ち上げも行ってい

ます。西条市移住後に感じた自
然環境・地域資源の持続可能性
への課題意識から、「人工林・竹
林・棚田」を商品開発のテーマ
とし、各テーマの現状・課題・
可能性を掘り下げるメディア運
営と商品の募集を行います。
これらの調査を進める中で、昨
年の 10 月から「竹林をよくす
る会」という団体の活動に参加。
ここで伐採・整備している放置
竹林の竹材から生まれる竹パウ
ダーに魅力を感じ、その PR の
ための実験農園を西条市内に計
画しています。

ほかにも、「月イチシネマ部」と
いう名で、四国唯一の民藝館、

愛媛民藝館を貸し切った映画上
映と地域産品や人を紹介するイ
ベント「お堀のほとりで手づく
りシネマ」を 2020 年の１月か
ら開催しています。訪れ、聞き、
味わう「実体験」を通してそれ
ぞれに関心をもつ場にしたいで
すね。

来期はしっかりした土台構築の

残したい伝えたい、
地域の魅力を形に変える

山中 裕加　2019.5 着任

松山市出身。兄（山中康寛→ p18）とともに、小

さい頃から西条市内の祖父母の家で自然と触れ

合い遊ぶ。建築デザインや、不動産の企画・運

営に携わったのちに、人と人、人と地域のつな

がりを増やす場をデザインすべく西条市に移住。

（左上）「お堀のほとりで手づくりシネ
マ vol.02」の様子（右上）竹林をよく
する会のメンバーと（右下）商品開発
に向けて地域の方と打ち合わせ中

18 年目を迎えた「竹林をよくする

会」に山中氏はやってきて、竹パ

ウダーをバンバン売ると言います。

リーダーが去り、目標を失いかけ

ていた会員達はこれに奮い立ち、

また竹パウダーを造ります。会は

見事に復活しました。

竹林をよくする会

前山 竹生 さん

応援者コメント年。色々なものが減少していく
社会の中で、非効率を排除・統
合していくというのは真っ当な
流れです。その一方で、効率化・
フラット化していった社会では、
私が刺激を受けてきた各国・各
地の土着の文化や伝統・慣習は
失われていく。その流れを踏ま
えた上で、地域に必要なことは
一人一人が残すものと残さない

ものの取捨選択をして行動して
いくことだと思っています。私
の事業を通して、一人でも多く
に西条の「残したい魅力」と繋
がるきっかけを提供できるよう、
一つずつ形にしていきたいです。

Hinel ホームページ
https://www.hinel-with.
me/
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私は現在、「いまここ健
ヘ ル シ ー ラ イ フ

康生活
L
ラ ボ

ab」を立ち上げ、「心と体の健
康」をテーマに 3 つの事業を行っ
ています。
1 つ目は「ヘルスツーリズム事
業」。西条市内のカフェや、石
鎚ふれあいの里などの宿泊施設
で、マインドフルに（いま・こ
このあるがままの）自然を感じ
る体験やヨーガ、瞑想を組み合
わせた「マインドフルネス・リ
トリート」という癒しのツアー
を 7 回実施しました。参加者か
らは「凝り固まったこころがほ
ぐれるような気持ち良さを感じ
られた」「すっきりとした温かい
気持ちになった」「深く眠れ、目
覚めも改善した」などの声を頂
きツアーはほぼ毎回キャンセル
待ちとなっています。

2 つ目は「ヘルスケア研修事業」
で、企業内の社員研修として、“5
分で出来る疲労回復法 ” や “ 集
中力 UP トレーニング ” などの
内容で実施。研修内では「体感」
を重視し、その場で実際に体を
動かし変化を感じて頂きます。
2019 年度は約 400 名に実施し、
アンケート結果からは「ストレ
スの低下」や「疲労の減少」な
ど 6 項目で統計的に有意差のあ
る効果を認められました。

3 つ目の「癒し場づくり事業」
では、古民家を改修した癒しの
空間で、ヨガ教室や、ミュージッ
クセラピストとコラボした健康
イベント、個人カウンセリング
などを実施しています。これら
の事業のビジネスプランは、愛

媛県主催のビジネスプランコン
テスト「EGF アワード」で特別
審査員賞を受賞しました。
今後は、より多くの方に「いま
ここ健康生活 Lab」のサービス
を体験していただけるよう、サー
ビスの質の向上はもちろん、バ
リエーションや回数を増やして
いきたいと考えています。特に
ヘルスツーリズム事業で県外か
ら人を呼び込むための仕組み創
りを行い、多くの方に愛媛に来
て、この地の癒しの力を感じて
いただきたいですね。そして将
来的には「健康といえば愛媛」
と認知されるような地域づくり
に貢献したいと考えています。

テーマは健康。
この地の癒しの力を信じて

古賀 あつみ　2018.3 着任

横浜市出身。病院で作業療法士として勤務後、

ニュージーランドに渡り、心と体と向き合える「リ

トリート」と出会う。帰国後は、リトリートを

日本人に合った形にして多くの人に伝えること

を目標に、自然豊かな西条市への移住を決めた。

古賀さんと、西条市をはじめ全国の

方々の健康と幸せづくりをサポート

する活動をスタートしました。直感

＆猪突猛進型のコンビ、どこに飛ん

でいくか分かりません（汗）。でも大

きな時代の変化、大いなる宇宙の波

に乗り、「いま・ここ」の魅力をお伝

えしていきたいと思っています！

まんがら農園・心理士

野満 育郎 さん

応援者コメント

（左上）EGF アワードビジネスプランコ
ンテスト受賞時（左下）石鎚ふれあい
の里での「マインドフルネス・リトリー
ト」（右下）企業様でのヘルスケア研修

いまここ健康生活 Lab

3.癒し場づくり事業2.ヘルスケア研修事業
1.ヘルスツーリズム事業

いまここ健康生活 Lab 

Facebook ページ
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11 月の着任以来様々な農家さん
を訪問し、農業の現状や課題を
聞かせていただく中で、現在の
農業や流通・消費のあり方をよ
り良くするためのウェブサービ
ス「C

カ ル マ

ulma.jp」の企画に至りま
した。現在はシステム試作段階。
AI やブロックチェーン技術を
使った飲食メニューの提案や流
通のネットワークを使い、消費
者（お客様）は手軽に美味しく
健康的な食事を楽しめ、農家さ
んは直販による売上や利益増と
消費者からの声が直に届いてや
りがいを感じられ、ファンがつ
いていくような仕組みです。消
費者に流通や販売に参加しても
らうことで、よりお得なサービ
ス体験、地域や人のつながりの
再編成が可能になるほ
か、農業や自然との触
れ合いなどの体験も提
案していきたいです。

まずはシステムの試作
と検証を重ね、消費
者や農家さんからの
フィードバックを受け
ながら仕様を固め、本
格稼働できる仕組みの
構築を目指します。
Culma では、野菜だけ

でなく魚や肉・卵・果樹など多
種多様な食べ物を取り扱い、レ
シピの種類を充実させ、データ
サイエンスの手法を利用するこ
とで最適なメニューの提案を行
えるようにしていきます。
また、農家さんの需要を聞きな
がら、カメラを実装したドロー
ンで動画や画像の撮影や配信、
AI による画像認識などもしてい
きたいです。自作のドローンは、
GPS制御する仕組みを取り入れ、
正常に飛行できることをテスト
で確認しました。進捗情報は随
時更新のサイトをぜひご確認く
ださい。
https://culma.jp/

一次産業× IT で
流通と消費を変革する

山中 康
やすひろ

寛　2019.11 着任

松山市出身。西条市にある祖父母の家に子供の

頃からよく遊びに来ていて、近年その家をどう

するか妹（同じく起業家の山中裕加→ p14）と検

討していた時に NCL を知り、農業部門のプロジェ

クトへ応募。インドで IT 分野の起業経験あり。

レシピ情報

情報の流れ

物流管理（ブロックチェーン）

④管理・追跡・通知

③注文

在庫情報

の仕組み

集荷所

①出品 ②メニュー
提案 (AI)

倉庫等 受取所
消費者生産者 配送 配送配送配送

物の流れ

西条市には、豊富な水資源と温暖な

気候で育つ豊かな農産物があります。

私は農業従事者として、康寛さんを

はじめ起業家のみなさんには、西条

産の農産物の魅力を全国に発信して

もらう活躍を期待しています。

応援者コメント

（左上）自作のドローン。カメラを搭載
し、GPS で制御する（右上）農家さん
と現場で打ち合わせ（左下）2019 年
11 月の就任式にて西条市の玉井市長と

（株）鎌田農園

鎌田 竹広 さん
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2019 年に着任以来、市内山間部
大
お お ふ き  

保木地区の宿泊施設「石鎚ふ
れあいの里」で代表の山本さん
のもとで学びながら活動してい
ます。2019 年夏には合同会社「さ
とらいふ」を設立しました。

当社の事業は集落の資源を次世
代に引き継ぎ活かしていくこと
が目的。まず、事業の主軸とな
る「石鎚ふれあいの里」の運営
です。廃校を活用して約 30 年前

につくられた宿泊施設で、キャ
ンプや研修などに利用されてき
ました。また、昔ながらの製法
の炭や薪、こんにゃくづくりなど
の体験も販売し、集落の伝統を
引き継いでいます。もともと住
民中心の運営でしたが、十数年
前に現代表に、そして 4 月から
は西条自然学校と一緒に運営を
開始します。この循環を繰り返
していくため、文化継承の担い
手が出てくる環境をつくります。

2 つ目は限界集落の魅力や課題
を伝えるスタディステイ。学生
が滞在しながら、仕事の手伝い
やヒアリングを通じて日本の集
落の課題や自らのキャリアを考
える研修プログラムで、僕自身
の活動の原点となるものなので、
大切にしたい事業です。
今年 2 月に第 1 回目を実施。4
名の学生が参加し地域を学び、
かなりの衝撃を受けていて好感
触でした。

限界集落に
眠る資源を活かす

3 つ目は地域の空き家活用。急激
に人口が減った大保木では、多
くの空き家が放置されています
が、中には風化させるには惜し
い立派なものもたくさん。それ
らを使いたい人と所有者をつな
ぐ役割を担います。現在は 2 軒
の空き家を借り、スタディステ
イの滞在拠点の整備やシェア別
荘プロジェクトを進めています。

田村 裕太郎　2019.4 着任

新潟県新潟市（旧新津市）出身。大学進学と同時

に上京。学生時代に日本中を旅し、新潟県粟島

浦村という島を訪れ、衰退している集落を振興

するような活動を志す。東京で就職後、当プロジェ

クトへ応募し、西条市へ移住。

都市への人口集中の中、日本中の地

方で廃校や空き家が増えていってい

ます。それを資源と捉え、どう活か

すか。多様な価値観のなかできっと

反応する人たちがいるはずです。

「田村×大保木」ならではの仕組みが

できていく様を、下から支えたいと

思っています。

応援者コメント

西条自然学校

山本 貴仁 さん

地域の
空き家

学生が滞在

地域住民と
交流・継承

3.空き家活用事業

2.スタディステイ事業

1.石鎚ふれあいの里事業

西条自然学校共同運営

大保木地区

（左上）石鎚ふれあいの里の前を流れる
清流 加茂川（右上）石鎚ふれあいの里 
宿泊棟。大小様々なロッジが人気（左下）
NPO 法人西条自然学校のメンバーと

「石鎚ふれあいの里」の運営を中
心に、ほかの 2 事業をうまく連
携させ、地域の関係人口を増や
しつつその関係がずっと続いて
いけるような仕組みをつくって
いくことが、当面の目標です。

石鎚ふれあいの里
ホームページ
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これまでの経験を活かした、編
集者視点の地域プロデューサー
として、「地域の魅力の掘り起こ
し・創出・結びつきづくり」を
主題に活動中です。地域独自の
特色づくりは必要ですが、「地域
間競争をやっている場合ではな
い！」と考え、行政枠を越えた
連携の橋渡し〜販売に結び付け
ていくことも大切にしています。

2019 年 8 月に始めた「東
と う よ じ ん

予人
TOYO-JIN」プロジェクトは、2 
年後までの法人化が目標。気軽
に楽しめるアウトドアスポーツ
などを中心に、観光事業の開発
と、飲食店と一次産業が連携し
た商品づくりなど「地域総合商
店」として地域資源を多角的に
組み合わせる活動を展開します。
西条市内に拠点を据え、地域の
魅力の鍵を「人」と位置づけて、
東予地域や愛媛県など地域の魅
力を地元の方々と再編集し、商
品開発・販売促進などを行って
いきます。

もうじき、大阪の七味唐辛子メー
カーと西条市の生産者が連携し
た唐辛子作りが始まります。生
産した唐辛子を地元の飲食店で
使ってもらうメニュー展開や、
調味料商品の開発も行う「西条
スパイスプロジェクト」です。
関わる「人」を自転車で訪ね、
その方の仕事を見て体験し人の
魅力に触れられる「スパイスツ
アー」も始めます。

また、西条市の余剰木材を加工
したまな板やカッティングボー
ドをつくり、砥部町で復活した

「伊予砥」の砥石・いの町などの
土佐刃物と併せて「四国の台所
商品セット」とすることで、大
阪の刃物専門店での販路に結び
つけることができました。ここ
から、アウトドアナイフ・包丁
研ぎ器・カッティングボードの
独自販売と、木材と砥石と刃
物の生産者を巡るツアーも形に
なっているところです。
その他、防災の分野でも、意識

“会いに行く”ツーリズムを
地域と具現化

大須賀 一仁　2019.3 着任

大阪は岸和田から移住。学生時代は山岳部に所

属。大阪、島根、高知などで地域連携コーディネー

ターとして 13 年活動。広告会社での経験を生か

し、アクティビティを軸にした観光（ツーリズム）

を作る事業開発ディレクターに就任。

幅広いつながりと経験を持つ大須賀

さんと話すことで、自分の事業への

取り組み方の整理ができました。一

緒に進めるプロジェクトもいくつか

始動しています。点在する地域の資

源を結びつける発想・企画力を尊敬

し、人との関係や現場を大切にする

姿勢と行動力に共感しています。

応援者コメント

工房オクノホソミチ

奥 涼介 さん

（左上）ライフジャケット
体験＆清掃活動（右上）大
阪の飲食事業者をほ場へ案
内（左下）観光のプロのゲ
ストを招いてトークイベン
トとまち歩きを開催

理念　関わる人と人の、思いと活動の
　　 　互恵関係とが、もっとも大切なことである

拠点

事業内容
●人を訪ねるまち・里山・里海あるき
●さまざまな移動ツールで巡るまち・里山・里海体験
●体験コンテンツを通じたものづくり連携、他地域との人と物の
行き来の創出と広報・販路構築
●関わる人・もの・場所の「あるがまま」を発信するメディア運営
●メディアを通じた「困りごと」の解決を目指すマッチング活動
●できることを結び「小さな仕事」を集める地域総合商店の運営

啓発と防災商品開発を進めるな
ど、地元の資源を活かしながら、
幅広く活動していきます。

東予人 TOYO-JIN

Facebook ページ
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合言葉は「Z
ゼ ン

EN」。
ありがとうが繋ぐ

まちづくりをともに
僕は、地域の人たちと一緒に市
民団体などの活動を支援し、新
しい形のまちづくりを実践する
サービス「ZEN」を企画・開発し、
運営しています。

インターネットが普及し、誰で
もスマホでメッセージのやりと
りができる便利な世の中で、あ
えて「ありがとう」という感謝
の気持ちを音声メッセージで送
り合います。それが人と人の繋
がりを新たに生み出し、そこに
500 円の少額寄付サービスを加
えることで、個人とまちづくり
に関わる市民団体との繋がりも
生み出す仕組みです。

「ZEN」を通じて、利便性や効率
性、損得などの判断基準とは別
の価値観を地域の人々が分かち
合うことで、令和の新しい時代

にふさわしいまちづくりができ
ると考えます。去年の 7 月より
試作版のサービスを開始し、11
月からのテスト運用を経て、2
月に西条市でのサービス開始イ
ベントを開催しました。

まずは、西条市における ZEN の
サービスを使ったまちづくりの
実例確立が目標です。ユーザー
数は 116 名（2020 年 3 月末時点）
から2,000人へ、登録団体（コミュ
ニティ）は 50 団体を目指します。
地域の方たちの善意からまちづ
くり団体に寄付が集まり、寄付
の活用事例を共有していくこと
で、善意のよい循環を創出しま
す。また、新規ユーザーと登録
団体獲得のために、ZEN の認知
度アップやコミュニケーション
促進グッズの開発と、各地での
説明会・体験会の開催も進める

予定です。
これまで僕は、インターネット
ビジネスに軸足を置きながら、
一貫してリアルな課題解決を目
指してきました。新しい形での
地域の課題解決に取り組みむこ
とで、日本を変える可能性を示
すべく、活動を続けます。

鈴木 直之　2019.3 着任

大阪に生まれ、小中学生は南米ペルーで過ごす。

大学院を卒業後、ベンチャー企業の IT 部門の立

ち上げに関わった後に独立し、2006 年に大阪市

内で当時流行り始めた SNS と連動したダイニン

グバーを開店。12年間経営した後、西条市に移住。

ZENの取り組みは、最初はリアリティ

が無いと思いましたが、徐々に鈴木

さんの経験や人柄に惹かれ、参加す

ることでまわりが見えない糸で繋が

るように思えました。西条市が ZEN

の輪で一つになればと期待しつつ、

善意を形にする男、鈴木直之さんを

これからも応援しています！

応援者コメント

西条せとうち広告

加藤 正法 さん

（右上）紺屋町 dein での ZEN 体験会（左
下）ZEN アプリ画面。利用者の声を聴
き随時改良を加える（右下）西条商工
会議所で行ったサービス開始イベント

プレミアム ZEN
（500 円の支援金を添えて贈る）

通常のZEN
（無料で贈り合える）まちづくりに関わる

地域の市民団体

ありがとう！

ユーザー同士を「ありがとう」のやりとりでつなぐ

500

ZEN を始めるなら
こちらから！

https://ze-n.tech/
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自分が母親になったことと父の
病の発覚がきっかけで、高校卒
業以来、一時的な帰省はすれど
長く離れていたふるさと西条市
に住みたいという気持ちが湧い
てきました。これまで住みたい
ところに行き、やりたいように
やってきましたが、食べ物が美
味しく、山と海が近く、のんび
り温暖な愛媛で暮らすことがと
ても素敵に思えてきたんです。

西条市でできる果物と野菜はと

ても美味しく、とても種類が多
いです。これらの素材を使った
ジュース屋さんが私の事業。私
の理念に共感していただけた地
元の農家さんから材料を仕入れ、
移動式のキッチンカーで、旬の
野菜や果物を使ったランチとと
もに楽しめる「体が喜ぶ美味し
いジュース」の調理と販売を行
います。メニューはお客様の体
調や体質に合わせて選べるよう
に作っていきます。
お客様が日常的に楽しめるよう

に、キッチンカーは西条市内の
各地に移動しながら営業したい
です。軽トラの上に自作の小屋
を載せたオリジナルな車体なの
で、イベントなどで見かけたら
ぜひ声をかけてください。

また、子育て中に起業した自分
だからこそ、子どもと楽しみな
がら生きる形を作りたいと結成
した「丹原自然の学び舎」での
活動もしています。農園など「自
然の中で子どもと遊ぶ」がコン

楽しい農と
美味しい食を
農家さんと届ける

セプトですが、大人が楽しむこ
とも大事にしています。

起業 2 年目となる今年は、まず
キッチンカー事業を軌道に乗せ
ることが目標。少人数のアウト
ドアや健康、食育関係のイベン
トとコラボもしたいですね。西
条市の農業に惚れ込んでいるの
で、農家の人たちとタッグを組
み「楽しい農」「美味しい食」を
届けるポジティブな発信を、様々
な形で実践していきます。

野口 あすか　2019.3 着任

西条市東予地区出身。大学進学と同時に県外へ。

卒業後、建築業や奈良県でのまちづくりに携わり、

2018 年に出産・子育てを経て、子どものために

も地元の美味しい野菜や果物に関われる当農業

部門のプロジェクトへ応募、西条市へ U ターン。

「楽しいことやりましょうね」が口癖

の、のぐっちゃん！

そのキラキラした笑顔からは農業や

健康を考えた新たな切り口のジュー

スを作る希望と喜びが溢れている

よ！西条の自然や食を一緒に楽しん

で作り上げていこう！

応援者コメント

輝らり果樹園

金光 史 さん

（左上）農家さん達と打ち合わせ（右上）
軽トラを活用したオリジナルのキッチ
ンカー（右下）ポジティブなお母さん
たちと活動する「丹原自然の学び舎」

耕作
放棄地

生産情報 生産者の
顔が見える

直接取引 対面販売

新規
有機農家

野菜農家 消費者

ららジュース
￥ ￥

◎耕作放棄地の解消
◎有機・過剰生産・規格外の
農産物の　購入で生産者支援
◎生産状況を踏まえた販売
◎生産者と消費者をつなぐ
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全国約半数の自治体が消滅可能
性都市といわれる今、僕はこれ
まで政治や IT の分野で活動して
きて、「地方が生き残るためには
今までとやり方を変える必要が
ある」と課題意識を持っていま
した。特に重要なのがインター
ネットを使って直接海外と繋が
ることと考え、「インターネット

とリアルの融合」、「地方と世界
の拡張」を自分のテーマとして
います。近日中に、一般社団法
人 Loglo Platform（呼称ローグロ）
を設立予定。地方（Local）と世
界（Global）をつなぎ、新たな
ビジネス環境の構築をビジョン
に掲げるもので、今後自分の活
動の核となります。

現在、ベトナム中部の観光・ビ
ジネスの主要都市・ダナンを拠
点に「自宅にいながら国境を超
える」をコンセプトにしたオン
ラインカフェを、2019 年夏から
のインターン大学生と、日本在
住歴 10 年で経営者でもあるベト
ナム人女性と運営しています（右
ページ写真）。事業内容は、事業
開発、観光・文化交流、人材開
発など多岐に渡ります。

2020 年度からは、年齢も背景も
様々な優秀なメンバーが揃い、
それぞれの得意分野で自由に活

動します。特に飲食・映像・教
育を一気に拡大予定で、1 年間
の売上は、当法人単体での 1 億
円が現実味を帯びてきました。

僕自身、海外ビジネス経験は特に
なく、英語も日常会話レベルでし
た。それでも年の半分は海外で
現地の方とコミュニケーションを
取りながら働き、生活ができてい
ます。こんなスタンスがもっと広
まっていくことが、西条市のよう
な人口 10 万人規模の地方が今後
生き残る道だと考えます。発展著
しい新興国と個人レベルで連携が
できる、このような環境を浸透さ
せていきたいですね。西条など地
域の皆さんとともに、情報技術を
活用した新たなプラットフォーム
の構築をさらに進めることで、各
国と地方を繋げ、ビジネスを加速
させていきます。

境界はない。
地方と世界を繋ぎ、
ビジネスの可能性を拡張

篠原 学　2019.2 着任

新居浜市出身。東京で衆議院議員秘書を経験後

IT ベンチャー企業で開発系の事業を主に担当。

日本の課題解決策として、情報技術を使って地

方と世界をつなぐイメージを抱き、NCL 西条の

「H
ハ ブ

UB ベトナム」事業への参画を決意。

（右上）西条・紺屋町商店街のイベント
にベトナムをテーマに参加（左下）西条
市とニャチャンの事業者を繋ぐ（右下）
人材育成技能実習生派遣ダナンセンター
と提携

日越産業文化交流拠点
「 XIU Viet-Nhat」オープン

ベトナムのレストラン監修
（西条の飲食店による）

ソラヤマいしづち ベトナム人
インバウンド戦略アドバイザー

大学生長期インターン受入

大学生スタディツアーの運営
（2週間のベトナム研修合宿）

イベント「紺屋町BAR」を
ベトナムをテーマにプロデュース

西条在住ベトナム人との
交流イベント実施（浴衣de花火、
もちつき、料理教室）

台湾との関係強化（次の展開へ）

2019年度の主な成果

1

2

3

4

5

6

7

8

西条市内で飲食店を経営しています。

今まで、インターネットや海外事業

など、興味はあってもどうすればい

いかわからなかったものが、しのぴー

の作るプラットフォームで手が届く

ような気がするようになりました。

まずは、食の分野から西条市とベト

ナムの架け橋となれればと思います。

応援者コメント

食旬福

福田 晋一郎 さん

事業一覧
https://linktr.ee/

shinopi_viva
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チャレンジがチャレンジが
あふれる西条へあふれる西条へ

これらプロジェクト全体の
運営を行うコーディネーターの

安形と高田が、これまでの成果と
今後の展望、西条市や地域の皆さん

へのメッセージを語ります。

高田：コーディネーターとして、
2018 年度は起業家の採用活動が
中心でした。採用基準は、事業内
容や今までの経験など本人の体験
を元に。ただ、最終的には「西条
市でこの事業が取り組みたい」と
いう熱量を最重視しました。苦労
ばかりで大変だったのですが、起
業家の採用は満足のいく結果にな
りました。2019 年度からの起業
家支援に関しては初めてのことが
多く、とても苦労しています。起
業家が気持ちよく活動できるよう
に心がけながら、目標を達成でき
るようにサポートしています。
安形：僕らの仕事を簡単に言うと
人や情報をデザインして、事業を
加速させるサポート。例えば起業
家と地域の方とを会わせたりする
時は、お互いの相性・組んで予想
される効果などを想定する。トラ
ブル対応もあるし、将棋で次の一
手を考えることと似てますね。

安形：目標は、2021 年度の一年
間で、僕ら 13 人で売上 1 億円を
作ること。平均すると 1 人 800
万円ぐらいで、地方で事業をして
ごはんが食べていける金額の目安
として。達成できると真剣に思っ
ています。
高田：高い目標だねと言われる
ことも多いです。ただ、僕も達
成できると信じています。それ
だけ、起業家には可能性があり
ます。僕も含め、任期後も西条
市で活動を続けようと思ってい
るのもありますが。
安形：僕らは国の「地域おこし協
力隊」の制度こそ利用しています
が、一般的な「協力隊」のスピー
ド感とは全然違う。理由の1つは、
協力隊って月 16 万円の収入が確
保され安定してる。つまり、ハン
グリーさが醸成されにくい上に行
政職員の身分があってなかなか起
業活動がしにくいケースが多い。
一方、西条のメンバーは、そもそ
もリスク背負って起業するつもり
で、挑戦の場所を探していたら、
たまたま西条市を見つけて来たと
いう感じ。のんびり田舎暮らしを
夢見て移住って人達じゃないんで

すよね。

高田：僕と安形さんの性格は結
構異なってます。だから、二人
の役割の違いを活かして活動し
ています。その結果、比較的う
まくいっているような気がしま
す。採用の時の役割がわかりや
すいかと。僕が応募者とコミュ
ニケーションを取り、場を作っ
ていく。安形さんはどっしり構
えて、ズバッと芯を突くような
質問をする。そのおかげでブレ
ずに採用できました。
僕から見た安形さんの強みは、
とにかく影響力があるってこと。
よそ者が地域で結果を出すには
影響力が必要。安形さんはガン
ガン地域に溶け込んでいくし、
しっかりと地域の方とのコミュ
ニケーションも取っている。す
ごいなーって。2019 年の夏のイ
ベント「ふりむけば壬生川」で
お化け屋敷を運営したんですが、
大勢のボランティアメンバーを
巻き込んで成功に導いてました。
彼らとの信頼関係もできていま
した。
あと、決めたことは最後まで逃
げ出さない。本当に逃げない。

安形は絶対逃げないリーダー
高田は人をつなぐ行動派

1年目は起業家採用、
2年目からは彼らの支援

2 年後、全員で1億の売上。
絶対やれると信じてます

コーディネーター対談

安形 真
Makoto Agata

高田 裕明
Hiroaki Takata 

安形 真　2018.3 着任

愛知県新城市出身。大学卒業後名古屋で就職。その後飲食

業界を経て地元へ帰郷し、地域と農業の活性化を目的に起

業。有機農業や農家レストランを経営しつつ行っていた起

業支援を本格的に行うため、西条市へ妻と愛犬と移住。

目標は必ず達成したい。（安形）
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その結果、何度か喧嘩したこと
も今では良い思い出です。
安形：高田さんはフットワークが
軽く、関係構築力がとてもあるん
です。市外・県外のイベントな
どに出向き、ヒョイヒョイっと外
部の人たちと関係を作ってこれ
ちゃう。その結果、ここ「紺屋町
d
デ イ ン

ein」という名前も広く認知さ
れてきてる。とりあえずやってみ
ようって軽やかにチャレンジでき
るところが本当にすごく、「僕も
腰が重くなったな」と思わされる
程ですよ（笑）。
高田：安形さんにはリーダーとし
て暴れていただきたいです。未
開の地を開拓する力もすごいの
で。僕は、その後をしっかり整備
するのが好きなタイプかもしれな
い。場作りも好きなので、紺屋町
dein の運営も担当しています。
こちらも面白い経歴を持った会員
様が増えてきました。イベントの
企画をしたり、会員様同士の強み

を生かしたマッチングなどをした
り、場が活発にしていくためのチャ
レンジをしています。

安形：最終的なゴールは、西条市
を挑戦者の聖地にすることです。
地方で何か挑戦したいと思って
いる人たちに第一候補として選
ばれるような街に。そのために僕
たちの成功は必須。そもそも、な
ぜ挑戦者が必要かというと、人口
減少、情報技術の発達、自然災害、
感染症など、未来が予測しづらく
なった社会の中で、地方が持続可
能性を高めていくためには、挑戦
し変化し続けないといけないん
ですよね。移住起業家の僕たちだ
けでなく、子どもから年輩の方ま
で、挑戦がもっとハードル低く当
たり前になれば、西条市が自然も
暮らしも豊かであり続けられる
んじゃないか。なにより僕自身、

そういう街に住みたい。挑戦者が
周りにいて、いろんな変化を楽し
んで人生を終えられたら、と常々
思っています。
高田：僕は起業家を支援しなが
ら、紺屋町deinの場作りにも力
を入れていきたいです。現在、何
かにチャレンジする人が集まって
きています。僕自身、「やりたい」
と想っていることを「やった」と
体験に変えていくことの大事さを
知ってます。勇気を持ってチャレ
ンジする人と、それを応援する人
が集まる場所を紺屋町 dein は目
指しています。西条市内にチャレ
ンジャーが増えるきっかけづくり
を、何かサポートしていけたら最
高ですね。
安形：挑戦者の生態系を創ろう、
というのはよく言ってるんですけ
ど、挑戦者だけでは成り立たない。 
応援・支援する人がやっぱり必
要で、それって場がないと育たな
いんですよね。だから紺屋町dein

みたいな場って重要なんです。

高田：西条市のまちの風土ですが、
まずやらせてくれるから、とても
ありがたいです。他のエリアでは
何かしようとすると最初から反対
されるところもあるので。挑戦を
受け入れる風土は、過去の先輩た
ちがチャレンジをし続けてきてく
れたおかげですね。「やってみん
かい」って背中を押し、「何しよ
ん？」と覗きに来て面白がってく
れる人も多くて。一方「どうせ 3
年終わって失敗してると帰るんで
しょ」と言われたことも。だから
こそ、チャレンジをし、残り続け
る努力をします。約束守って「あ
いつら来たからうまくいったし
な」って言われたいですよね。
安形：そうだよね。田舎って一般
的に保守的だとよく言われるけ
ど、西条市の人達って特殊。関わ

りやすくて情に深い。きっとお祭
りの存在が大きいと思います。決
めたことをやる、約束を守る。そ
んな市民性は、ちゃんと挑戦して
いきたい人にとってはすごくやり
やすい。当初は「お前らなんぼの
もんや」って姿勢の方もいたけど、
挑戦への覚悟を伝えると、認めて
すごく応援してくれるようになっ
たこともあり、嬉しかった。認め
ると、とことんなんですよね。良
い街だなぁと。祭りもそうですが、
外から見てるより、一緒にやった
ほうがおもしろいですよね。チャ
レンジもそうで、中に入って、挑
戦というだんじりを一緒に舁いて
いければ、おもしろい。
高田：いま、すごい良い事言った
ね（笑）。僕らも西条祭りに参加さ
せてもらってるけど、ほんと、や
る人が楽しんでなんぼ。チャレン
ジのハードルを下げて、小さい
チャレンジをみんなで応援する。
そんな関係性を生み出したい。ま

ずは、紺屋町deinに足を運んで
もらえると嬉しいです。紺屋町商
店街に来たついでに寄ったり、イ
ベントへの参加も大歓迎です。遠
方の方は、オンライン会員枠もあ
ります。実際に石川県の会員さん
もいます。
安形：引き寄せの法則じゃないけ
ど、やるって言ったら、いろんな
ものが集まってくるんですよね、
不思議なことに。その奇跡が自分
の人生を豊かにしてくれる。偉そ
うに言うつもりはないけど、この
場の空気感を感じて一人でも多
くの方が自分なりの挑戦をして
いってくれれば嬉しいなぁ。
高田：一回来てくれたらありがた
いよね。あ、紺屋町deinに来る
ときは、僕らまで事前の連絡をく
ださい。管理者不在のケースがあ
り中に入れないこともあります。
また、イベントも月に何度かやっ
ております。ぜひ、お気軽に足を
運んでください。

挑戦というだんじりを
みんなで担いでいく

西条市を挑戦者の聖地に。
応援者や支援者も必要

高田 裕明　2018.3 着任

東京都小平市出身。オフィス用品メーカーの営業、PR 系

の会社起業、人材系企業へ再就職、世界一周旅行、海外起

業を経て、就職や採用支援の事業を行うフリーランスに。

新たな活躍の場を地方に求め、妻と娘と西条市に移住。

まずは、紺屋町 d
デ イ ン

ein に一度遊びに来てください。（高田）

紺屋町 dein
西条市内初のコワーキングスペース（仕事や打
ち合わせなどができる共同オフィス）。西条市
街地の紺屋町商店街内に立地。会員は約 40 名。
https://www.facebook.com/konyamachidein/
電話 : 0897-39-9214 (平日10〜18 時 )
Email:konyamachidein@gmail.com
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刺激的な存在！
悔しさを僕も力に

NCL 西条フロントマンの安形真。

彼が来てから街が面白いんだ !

出会いは 2018 年の春だったかな。

僕が住む街西条に起業家をひっさ

げて来ると耳に入って、彼と出会

うまでに時間はかからなかった。

連絡先を聞いて、今から会いたい

とアポ取ったら 0.5 秒でOKと !

対応が早くて悔しかったから、

そこから15 分で会いに行ったよ。

これが彼との出会い。

彼の影響なのか、この NCL 西条

は動きがとにかく早いんだ !

何か変えたい。変わりたい。

変化を感じたい。

そんな時、僕は彼らの拠点 

紺屋町dein を利用する。

彼らは常にチャレンジする。

そんな彼らを見てると

なんだか悔しいんだ !

そんな刺激的な NCL 西条を、

僕は応援する。

人間らしく、自由に、楽しく。 
もっと西条にのめり込んで

皆さんを見ていると、昔を思い出

します。「あれしよー、こんなん

あったらいいよね」と仲間と話し

ていた頃を。

最初に NCL の話を聞いた時は、

鍛えられたプロがやってきて決

まったことを西条で進めていくん

だろうなと思ってました。ただ、

メンバーに近づいて直接コミュニ

ケーションを取っていくと、ある

人は悩みを持ち、ある人は責任感

のために寝れない日もあるだろう

なと思うほどで、近づけば近づく

ほど、人間味を感じるように。

彼らは、内面にすごいマグマのよ

うなエネルギーを持っています

が、上から蓋をされているように

感じる時もあります。

今後はもっと西条にのめり込ん

で、「一番楽しんでるのは私だ」

と言える人がどんどん増えること

を期待。自由さを忘れずに今後も

頑張ってもらいたいです。

NCL 西条様は大切な
事業パートナー

皆さんの存在は以前より知ってい

ましたが、関係が急接近したの

は「DAIS プロジェクト」という

当社が発起人として開催する、地

方創生型次世代リーダー研修を通

じて。この研修に、僕たちが事業

を行う西条エリアのステークホル

ダー（各種関係者）との連携は不

可欠だったので、まず NCL 西条

様にご相談したんです。

我々のように地方で事業を行う製

造業にとって、人材を呼び込むこ

とが事業課題。そのためには企業

単独の努力だけでは不十分で、事

業や、生活圏である西条エリアの

魅力をもっともっと上げて、伝え

ることが大事だと思います。

皆さんは社会的な観点だけでな

くビジネスの観点も持っていて、

我々との共通言語も多いありがた

い存在。学びになる点も数多くあ

り、今後もよき事業パートナーで

あり続けていただきたいなと考え

ています。

西条市の元気の源
ここにあり、NCL 西条！

西条市も例に漏れず、少子高齢化

に伴う人口減少、過疎化が進んで

いるが、それを跳ね除ける力を持

つ NCL 西条の頼もしいメンバー

による西条の地域興しが佳境に入

ろうとしている。

2 年前に 3 人で始まったこのプロ

ジェクトが今や 10 人を擁する大

きなムーヴメントになってきた。

大変ありがたいことである。

地元に長く住む地元市民は地域の

持つ良さやそのアピールの仕方を

あまり知らない。

全国から西条市に惚れて集まっ

た達人たちが、西条市をより元気

にする、より多くの人の集まる街

にする壮大な企画が進んでいる。

彼らの活躍を大いに期待し、我々

地域住民も共に関わって、西条を

もっと元気な街にしてゆきませ

んか？

来てくれてありがとう。
挑戦が街を変えています

2 年前に皆さんをお迎えし、交流

会で色々な方と出逢いイベント活

動にできる限り参加してまいりま

した。不思議なご縁もあり、絆の

大切さを痛感しております。

西条市が今年の「住みたい田舎ラ

ンキング」若者部門で１位を獲得

したのも、皆さんの発信力の賜物

と思います。外から西条を見て、

私達が気付いてない地元の良さを

教えてくださいました。

私達は、秋川雅史さんのヒット曲

にちなんで「千の風実行委員会」

で 14 年間活動してきました。私

たちはそれぞれ洋服店、美容院を

営んでいますが、本業とともに、

彼らの挑戦はこういったまちづく

り活動の励みにもなっています。

これから、西条に生まれ育った若

者が、西条に帰りたいと思える街

となることを願っております。皆

さんの今後の活躍にワクワク・ド

キドキが止まりません♡

住友重機械イオンテクノロジー㈱

廣瀬 恭文 さん

山内石油㈱

山内 章正 さん

リバティー　十亀 かね代 さん 

うちだ美容室　秦 千草子 さん

アールスタジオ カメラマン

一色 一成 さん

かんこめ

菅 圭一郎 さん

Cheering
Voices
地域の仲間や先輩経営者など、
私たちに寄せられた
応援の声を紹介します。
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